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呼吸器感染症 に対す るME1207の 臨床 的検討

河合 伸 一押谷 浩1)・高安 聡 ・小林 宏行

杏林大学医学部第一内科学教室*
1)現:永寿会陵北病院

呼 吸器 感染 症3例(肺 炎2例,急 性 気 管支 炎1例)に 対 してME12071回100mg,1日3回

の 内服 に よる臨床効 果 を検討 した。 その結 果,肺 炎2例 中有効1例,や や有効1例,急 性気管

支 炎1例 は有効 であ った。副 作用 お よび臨床 検査 値 の異常 は 認め られ なか った。
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ME1207は,新 し く開発 され たエ ステ ル型経 ロセ フ

ェム剤 で,抗 菌 活性 を有す るME1206の4位 カル ボン

酸 に ビバ ロ イル オキ シ メチル基 をエ ステ ル結 合 させ る

こ とに よ り経 口吸収 を高め たプ ロ ドラ ッグであ る。 活

性 体 であ るME1206は グ ラム陽 性 お よ び グ ラム陰 性

菌に対 して 、既 存 の経 ロセ フ ェム剤に 比 し強い抗 菌 力

と幅 広 い抗菌 スペ ク トル を有 してい る1,2)。

今回,著 者 らは,本 剤 の臨床 的 有効性,安 全性 につ

いて検討 す る機 会 を得 たの でその 成績 につ いて報告 す

る。

対 象患 者は平 成 元年3月 か ら同年7月 までに来院 し,

同意 の得 られ た3例 で,症 例 の 内訳は,肺 炎2例,急

性気 管支 炎1例 であ った。投 与方 法 は1回100mg1日

3回 を食後経 口投 与 した。 投 与期 間 は7～14日 間 であ

った。臨床 効果 判定 は,体 温,咳 嗽,喀 痰の 量 と性 状,

胸部X線 所 見,菌 の 消長,血 沈 値,CRP,白 血球 数 と

分画 な どの 自他 覚所 見の 改善度 を指 標 とし,著 効,有

効,や や 有効,無 効 の4段 階 で判定 した。細菌 学 的効

果 は菌の 消長 に よ り,消 失,減 少,菌 交代,不 変,不

明 と判定 した。

検 討 した症例 の概 要 をTable1お よび2に 示す。各

症 例 の臨床 症状 につ い て検 討 を加 え ると,症 例1,2は

肺 炎例 で,症 例1は 本剤 投与 後咳嗽,喀 痰の減少など,

自他 覚所 見の 改善 と胸 部X-Pお よ び検 査所 見に改善

が認 め られ たため有 効 と判定 され た。症 例2は 解熱傾

向が み とめ られ,胸 部X-Pの 改善傾 向がみ られ,起 炎

菌 も消 失 したが,咳 嗽,喀 痰 量 など 自他覚 所見が継続

した ため,や や 有効 と判定 された。症例3は 急性気管

支 炎例 で,解 熱傾 向 がみ られ,自 他覚所 見の軽減 と検

査 所 見の改善 が み られ,ま た起 炎菌 も消 失 したため有

効 と判 定 され た。 細 菌検査 に よ り3症 例 中起炎菌 と考

え られ る菌 は2症 例 に検 出 され た。1例 は Staphylococ-

cus aureus, 1例 は Haemophilus influenzae で共に消

失 した。

以上 をま とめ てみ ると,3例 中有効2例,や や有効1

例 で あ った。

Table 1. Clinical efficacy of ME1207

NF: normal flora

ND: not done
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Table 2. Laboratory findings before and after treatmet with ME1207

B: before A: after ND: not determined

安全性に関 して,今 回検 討 した3例 に 臨床症 状,所

見で認めるべ き副作 用 は な く,臨 床検 査値 の 異常 変動

も認め られなか った。

ME1207は エ ステル型 の経 ロセ フェム剤 で,グ ラム

陽性菌,グ ラム陰性 菌 に対 し,幅 広 い抗 菌 スペ ク トル

を有 し,そ の作用 は殺 菌的 で あ る。 また本 剤は喀 疾,

扁桃組織等への移 行が 認め られて い る3)。

今回我々はME1207を 呼 吸器 感染症 患 者 に使 用 し,

良好な有効性 を得,安 全性 に も問題 が なか っ たこ とお

よび組織移行 も良好 な こ とを考 慮 してみ る と,本 剤 の

臨床的使用 に期待 が持 たれ,他 領 域 も含め検 討 を重 ね

るに値す る薬 剤で あ る と考 え られ る。
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CLINICAL STUDY ON ME 1207
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We evaluated the clinical efficacy of ME 1207 in 3 patients with respiratory tract infections. The

drug was given orally at a dose of 100 mg three times a day. Clinical response was good in two and

fair in one. There were no side effects or abnormal laboratory findings due to treatment.


